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正予算
SL 様関車補修移設費
1309 万円

‥
１１
月
Ｉ
ロ

ー
日
間

で
開
か
れ
ま
し
た
一
議

案
は
補
正

予

算
の
１
件
で
す

。

大

酉

議
員

鉄

逍
公

園

に
機

関

申
を

茫

い
て
兇

学

脅

が

米

る

の

か
、
ど
れ

だ

け

の
人

が

喜

ぶ
の

か
、
こ
こ
は

須

恵

イ

ン
タ
ー

の

彬

響
で

交

迦
Ｒ

が

。
肝

多

く

な
っ

て

い
る
。

子

ど
も

達

を

危

険

に
さ

ら

す
よ

う

な

も
の
だ

。

公

園
令
‥
体

を
冊

で
幽

む
の
か
、
多
く

の
付

帯

設
備

が
必
要

に
な
っ
て

く

灸

。

存

在
す

る
以

上

将

来

的

に
維

持

管

理

費

は

絹
肖

な

金
額

に
な

る
。

計

。自一
不

足
の

議

案

に
血

晩

は

匯

え

な

い
。

肋
村
議
以

１
３
０
０
万
円
を
使
っ
て
巾
の
坪

公
回
の
機
関
車
を
侈
設
、
哺
修
を
ほ

う
と
い
う
事
だ
が
、こ
れ
ま
で
議
会
の

中
で
詔
ら
れ
て
い
な
い
。

囃
突
に
今
回
提
案
さ
れ
不
恬
感
を

栴
く
。
掬
関
車
が
収一
嬰
と
思
う
な
ら
、
ボ

ロ
ボ
ロ
に
愕
食
し
た
か
わ
い
そ
う
な

姿
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

多
・額
の
費
用
を
か
け
て
侈
設
を
行

な
う
こ
と
は
反
対
。
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（
捉
案
説
明
ｙ

中
の
坪
公
園
の
改
修
工

事

の
た
め
同
鉄
Ｓ
Ｌ
既
両
甲
を

哺
ほ
し
商
工
会
萌
の
鉄
道
公

園
に
移
設
。（
侈
投
資
３
Ｇ
ア

万
円
、
誌
修
費
７
１
１
万
円

。

整
備
賞
－
０
－

万
円

、信
号
機

等
移
設
費
１
３
０
万
円
一

ｑ

、な
ぜ
そ
う
い
う
思
い
が

突
然
出
て
き
た
の
か
。

Ａ
。
私
の
代
に
な
っ
て
、
今
ま

さ
に
そ
の
時
。

Ｑ
、
追
加
工
事
は
。

Ａ
、
既
存
し
て
い
く
に
つ
い
て

は
阿
￥
か
Ｍ

き
に
塗
裁
・

駱
限

、
ｌ

桃

を
か

ぶ
せ

ろ
。

Ｑ
、
移
動
し
た
徨
の
活
用
利

用
の
展
開
、計
画
は
。

Ａ
、
学
押
的
な
効
果
も
卜

分

″の
る
、．

Ｑ
．
ボ

タ
山

と
竪

坑
と
機

関

車
が
一
体
と
な
っ
て
価
値

が
あ
る
が
。

Ａ
、
付
加
臨
岨
の
μ

い
吻
を
選

択
。

ゝ

Ｑ

、
ほ

っ
た

ら

か

し

を

反

省

し

、
駐

車

場

は

閉

め

た

ま

ま

な
の
か

。

Ａ

、
間

故

に
よ

っ
て

別

の

町

．題

が
唯

し

る
．．

Ｑ

、
勝
田

線

で
石

炭
・
人

を

運

ん

だ

犠

関

車

か

。

Ａ

、
走

っ・
て

い

た
機

関

駆

で

は

な

い
。

Ｑ

、
交
通
渋
滞
が
激
し
い
所

だ
が
。

Ａ
、
女
令
対
策
は
十
分
施
す
。

Ｑ

、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
か
塗
装

は
。

Ａ
、
咄
柵
5
0年
に
設
雛
さ
れ
、

平
成
μ
年
に
１
回
。

大正8 年 に製造された機関 車 Ｄ９６,2９６1２

占
圧

議
ｎ

初
年
近
く
ぽ
育
幽
児
や
小
学
生
に

愛
戈
』れ
、
親
し
ま
れ
た
ｓ

Ｌ
摺
関
巾

を
残
す
こ
と
は
、
個
性
あ
る
ま
ち
づ

ノ
ベ
リ
で
″の
ろ
。

町
の
雁
史
を
物
語
る
史
跡
や
文
化

財

、
そ
れ
を
生
か
し
て
商
工
の
活
性

化

、地

城
の
活
性
叱

に
収
り
組
む
と

妾
誦
が
な
さ
れ
た
。

郷
土
愛
心
」
肯
む
教
海
面

か
ら
・
も

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
致
少
な
い
肖

重
な
財
産
と
し
て
残
す
こ
と
が
Ｉ
Ｅ

で
あ
今

。

‐

・

―

－

・
・

堤

議

貝

機

関

車

が
設

置

さ
れ

て

い
る

町
内

で

は

、「

磯

開

小

を

咲

し

て

く

だ

さ

り

壊

し

て
し

ま

っ
て

は

も

り
た

い
な

い
残

し

て

活

用
の

方

法

を

考

え

て
下

さ
い
」
と
勲
い

思
い
で

許

ら
れ

る
’。

立

坑

伶

、
ボ

タ

山
、
鉄

道

公
画
一
３
点

セ
ッ
ト

で
町
の

シ
ン
ボ
ル
に
し

た

い
と

可
民

の

思
１
!。
! Ｓ

成

。

樹

木

を

人

切

に
し

、
無

問

に

明

り

哨
す

こ
と

が

な
い
よ

う

に
す

べ
き

。

心
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